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津市　施政方針│

～施政方針から～

進行中の事業を着実に進めます

懸案となっている課題の解決を図ります

地域との連携を強化します 

合併１０年目を迎えて

　２月27日、平成27年第１回津市議会定例会の開会に当たり、前葉泰幸市長が
施政方針を述べました。今号では、その主な内容を掲載します。
　なお、施政方針の全文については、津市ホームページでご覧いただけます。

●新斎場「いつくしみの杜」の業務を平成27年
　１月２日に開始
●新最終処分場(第1期)、リサイクルセンター、
　ＪＲ名松線は平成27年度中に事業完了

４大プロジェクト

着実に形作られてきた津市のまちづくり

もり

　平成23年４月に市民の負託を受け、市長に就
任してからはや４年が過ぎようとしています。こ
の間、「郷土津市のために尽くす」という初心を
ひとときも忘れることなく、市民との「対話と連
携」をまちづくりの原点に、市政に全力を尽くし
てきました。
　あらためて、これまでの市民の皆さまのご支
援、ご協力に対しまして感謝申し上げます。
　折しも今年は10市町村の合併により、新しい
津市が誕生してから10年目という節目の年を迎
えました。これまでの歩みを振り返ってみます
と、合併時に市民の皆さまが思い描いていた津市
のまちづくりは、着実に形作られてきており、津
市の未来へとつながる道のりを地に足を付けて、
確実に歩んでいるものと確信しています。

合併10年目を迎えて

施政方針を述べる前葉泰幸市長
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